
















































































































































































































































































た IWPP方式で、発電規模 850MW（85万 kW）、造水規模 21.2万 m3/日の逆浸透膜方式








実施国 淡水化方式 規模 総事業費 参画日本企業
アブダビ RO 86万m3/日 2500億円 三井物産、東京電力、日立造船、東レ
バーレーン MSF 40.5万m3/日 1430億円 住友商事
カタール MSF 18.1万m3/日 2530億円 住友商事






水コストは、最低で 0.36 €、最高で 15 €とさまざまであるが、平均的には 1$以下である
といえる。
　この造水コストが高いものかを考察するために、上水道水 1m3あたりの価格と比較し
てみよう。その価格は、東京 176円、ソウル 51円、北京 48円、上海 28円、ベトナムの


















MED ＜100 2 €─8 €
12,000─55,000 0.76 €─1.56 €
＞91,000 0.42 €─0.81 €
（0.52$─1.01$）
MSF 23,000─528,000 0.42 €─1.40 €
（0.52$─1.75$）
MVC 1000─1200 1.61 €─2.13 €
RO ＜100 1.20 €─15.00 €
250─1000 1.00 €─3.14 €
1000─4800 0.56 €─1.38 €
（0.70$─1.72$）
15,000─60,000 0.38 €─1.30 €
（0.48$─1.62$）
100,000─320,000 0.36 €─0.53 €
注 1：Karagiannis and Soldatos（2007）より作成。




MVC： 3,000m3/day　 　0.56 €/m3（0.70$/m3）






















































































　時間を実数 t 0で表わす。以下の全ての変数は時間の関数である。水Wと資本 K、そ













































































 subject to K
4
（t）＝F（K（t）, W（t））－C（t）－P（W（t）－W̅）,
 W（t） W̅ for all t 0, K（0）＝K0＞0.　　　
　この問題の答えにおいて、資本の最適経路は単調であることが知られている（Hartl, 
1997）。また最適経路は、ハミルトニアン：













ここで HCは Cによる偏微分（1H/1C）を示す。また lは資本 Kの潜在価格であり
V'（K（t））＝l（t）を満たす。さらに最適経路上でハミルトニアンは最大化された総効用と比
例関係にある：

















































a K（t）if K（t） K̅ （5.16）
で与えられる。以上をまとめて
事実 3：（5.11）が満たされないことと K̅ KCが成立することを仮定する。このとき、
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